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要旨

環境変化へ難鋳な対幕 を甕慈うえで ダイナ ミック・ ケイパ ビ T∫ テ ィ (Dynattic

Capattity:以下、ひ0)をこ難待が寄せやれており、理譲鋳洗難、高変化が進行してしゝる◇じ

鵞ヽしDC母先行研究‡こ:よ、野酢C母定義∫酢cが機鐘する環境∫形成 。発揮鈴プロセス∫モデル

化≦などま二鷲して多くの間選薫・課題浄ヾ存在している。

そこで率稿で:よ、ひ黎こ係わる先行研究を理論鋳 :こ 考察し、Dc形成 。発揮鍮主‐体‡こ関する

先行研究命問題点・頸澪、具体鋳:こ |ょ、纂Dc′の鷲成ゃ発揮 :こ お:す るトップマネジメントやミ

ドルマネジメント参貫戦の解機が十分でない」をこ着艘じ研究命題とする。DC形か 発揮の

主体へ藩なする0:農、酢ぎなプ甕セスの点から具修鋳、詳轟 :こ鮮明できるからである。そして、

こ母研究命通の探求母た轟:ミ リサーチ 中クェスチョンを設定するこ,

キーザー ド

ダイナミック・ケイパビ 1∫ ティ、持続鋳競争優位、資源ベース論、ルーティン、組織学習、

ミドルマネジメント

菫次

1 :ま じ難》:こ

2 ダイナミック・ケイパビリティに係わる先行研究レビュー

(1)多 くの間題点 今限界が存在する背景・要鋼 :こ 関するレピュー

器 多様な分野のさまざまな輸者のアプ習―チ

攀 嚢彗性の轟い先行緩究の参照の不十分さ

③ 多様なDC母具体鋳、詳綴な解瞬鋳不十分さ

(2)コ ンテンッ系の事象に関するレビユー

奪l ダイナミック・ケノぜパピ:∫ テイ砕定義
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参 ダイナミック・ケイパビリティが機能する環境

e ルーティン             ピ.

(=I ダイナミック・ケイパビ1∫ ティとオペレーショナル・ケイパピ:∫ テイの区分

(3)プロセス系の事象に関するレビュー

① 高次ケイパピリティ機能および形成・発揮のプロセス

⑫ 形成・発揮の主体

③ モデル化                 [
3 ダイナミック・ケイパビ1∫ ティに係ゎる先行研究の瑾諭鋳考察

(1)ダ イナミック・ケイパビマノティ:こ 係ゎる先行研究母問題点・限界

① コンテンッ系の事象に関する問題点・限界

② プロセス系の事象に鶴する問題点・限界

(2)′研究において着眼するDC先行研究の間題点・歌界

(3):デ サーチ・クエスチョンの設定

4 おわリキこ

注

参考文献

1 :ま じめ :こ

本穣では、筆者が研究の対象としてしヽふDCるこ係れる先行研究者レピュー尋、理論的な考

察の上で、Dc形成 。発揮 :こ お:す る主体の解機という研究奪饉鍛暑撃求傘た録鍮奪∫サーチ・ク

エスチョンを設定する。

DCと は、資源ベースを意図的 :こ創造、拡大、修正する鐘力 (Heittt et藤 ま,2‐輪‐T)で品る.‐

1,

環境変化の激化に伴い競争優 fil二 を持続すること|ま 甕難さを増してしヽる。組織が環境変化へ難

的に対応するうえでDCtこ難待が寄せられている。

しかし、DC概念が導入されて以来、研究の積み重ねによってその理論の構数が進鋳られ

てきたが多くの問題が残ったままの状態をこある (鷹eifat et al。 ,2∞7)J》Cで変化を起こせる、

あるいは起こせないものが何であるのか∫どのような組織構造であれ1度

｀
:DCiま畿鐘するのか』

など:ま未知のままである (賛,2911)ごDcは何がダイナミックなのか」なと
キ‐
:こ ついて明確に

示せず、 また様々な見解を生み、混乱している (福澤,2913)。 DC論意よ多 く鋳支持者にょっ

て理論の洗練、高度化が続 :ナ られており完成 tこ 至る途上 |こ あり (菊 澤,21軸 5)、 「ジャングル

状態董を呈している (黄 ,鸞 11)li。

2 ダイナミック・ケイバビリティ:こ係わる先行研究レビュー

本節で|よ、BCの主要な先行研究であるTeett et al,(1997)、 三ittnhardt and Martin(2幹o〕 ゝ

-134-



ダイナミック・ケイパピ1す ティ豊二係わる先行研究釣理論的考察

hilO alld Wi鍾髄1《i露輔鱗、TeeCe t驚鍵7)、 亜奪ifat奪苗轟 モ露鉾T)、 Tttete(舞14)を 中心を■、警最う

要甕ヽコンテンツ系、プ糠セス系母拿つの観点からレピューする。背景・要因と‡よ、D‐E先行

研究 :ミ 多く鋳難饉薫・頸界が存在するに至った背景・要難でぁる。コンテンツ系と‡よ、福澤

(露
‐無機 勢言うこれまで蒔DCi研究の対象鍮主でみる 要DEそ 母も母 (Dcと |ま どのょぅな鍵力

豫`等}亜 昇酢C:ま どのような環境下で機能する壽ゝ」など主 :こ DCの自答轟体に関連するものであ

る拳プ爾セス轟≧|ま 、酵C覇究の対象としてこれまであま議歌拳上:ヂ もれてこなかった「DC
の撃或 幸覺撞鋳プ爾を翼́菫1寺福澤,鸞13)お よび 訂経営者鋳役割など母D‐E′ の主体聾訂DCのモデ

叢=・範聾‐ほ鵞す轟らのである争

《嗜}多く籍間轟点 轟醸葬が存在する背景・要甕 :こ 関するレビュー

D奪先行続鶴 こ多く鋳甕題点・隅界が存在する背景・要灘:ま大きく3つ ある。

機 多様な分野備さまざまな諭者命アプ鐵…チ

DCiよ 、企業命行動理論 (MarCh and Simon,19鷺 i Cyrert and March,1963)、 取夢1費層

経済学 (Witta腱鶴On‐ 1笥5)、 企業の進化論 (Ncison a醒 Witter,1982)な ど鍮購係講理論を

基‡こ発展 しで きた (lTee錠 ,21聞}9)。 Teece et al.(19鮮 )、 Eisenhardt and Martin〔鸞鍵 )、

Z参豊10 and Wintttr《 露(Mi露)み め購究 :こ よりDC諭鈴轟癬:が構築されたが、以降の研究では、

DCで焦点があてられる訂ダイナミックな変化∬競争優泣∫ケイパピリティ壼などのキーヮー

ドが論文や研究ノー ト‡こ議されれ:ゴ、さしあたって参考文献として提示し、DCと 研究を聞

避づ豊すること豫ざ多数あった ギ纏澤,2種3)+

こめようにDC‡ま様々な理論の様々な論者なこより多様なアプ冒―チがなされたことをこより、

DC論をこお‡するケイパピ穂ずテイ、資源ゝルーテイン、学習など命重要な概念、用議は、区分

や統一が十分でなしヽまま重議者各々鋳とらえ方で使轟され、様々な見解を生み轟し、統一鋳見

解が導畠されないなどD.6先行研究に多くの問題・限界を生じさせることとなった。

② 親泰性の轟毎`先行研究勢参照の不十分さ

DC先行研究において具体鋳かつ詳羅な解明が十分でなかった諄導の要因として、D‐cと 親租

性が高い藤本 (1997)参 萎進化能力 (能力構築鮭壽)應 やBurgelttan(2∞ 2)の「戦略形成

プロセス聾などの研究をDCの先行研究‡ま参照して議ヽない (福澤,帥13)こ とが挙げられる。

これらの;研究で|よ鐘澪著企業のダイナミクス:こ 具体鋳、詳織なアプ曹―チがなされてしヽるが、

これもの研究成果をアプ預―チ方法がDCの先行構究で:よ十分きこ取り込まれていない。

藩上 (鷺鍵)をよ、新古典派経済学をベースとするPositioning view(POrter,198o)へ 母対

抗理論としてli鐘化経済学 〔Nelttn and Winter,1鍵2)が脚光をあびるようになる過程で、初

期Resource… Bas‐ed View(以下、RBV)‡こおしヽて理論約支柱や重要な議論のテーマであった

「見えぎる資産のダイナミクス (伊丹|,2014)ふ 「知識創造におけるダイナミックなプロセス

鈴解理 (野中・雑内す狩襲}道 といったダイナミクスな纏織能力への着猥が次第キこ薄れていき、
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後麟RVBで |ま 取 り込まれていないことを指摘 してしヽる
2}.

③ 多様なDCの具体的、詳細な解明の不十分さ  “

既存事業の拡大、M級 を通じた新事業・新製品の開発、生産プロセス吟革新など:こ 係わ

るDCの種類は多様である (Hclね t ct al。,20鯖 )。 また、学習が実行をこよるものか、観察 :こ よ

るものか、あるいは書類、によるものかによって学習のDCの ケイパピ]∫ テイが異なっている

ことからわかるよう:こ ゝDCを有効 :こ 理解するため‡こは、特定のDCを詳綴‡こ分析することが

役に立つ (菫 elねt et al.,2007)。 DC論の発展のため‡こは:多様なDCを様々な方法から詳綴なこ

分析する必要がある。

しかしながら、DCの先行研究におなする研究対象の主 :ま 、「DC・ :よ どめような能力を有する

のか壼というDCそのものを対象とするほか、「どのような環境下でDCiよ機能する母か爆「経

営者の役割」などであ :,、 DCの構成要素やDCがいかに形成され発揮されるかのプロセス:こ

関する研究は十分でなかった (福澤,2013)。 DCの主たる構成要素であるプ覇セスの具体鋳

な姿 |ま 明示されないままである (曲 灘,2髄 0)。 Iて1で 1ま、特 :こ 現場 レベルにおいて、組織育量

力の修正、変更のプロセスの取玲上:デが十分と|ま 言い難い (西澤,2015)。

DCの形成 。発揮鍮プロセスなどに関する具体的で諄綴な解襲が酢Cの先行研究で‡ま―:A分で

ないた轟、DC鑢 ]ま抽象度が高しヽものとなキ
11ゝ BC先行研究に多くの問題・限界を生じさるこ

ととなったc

D奪先行研究 :こ おいて具体的で詳纏な解瞬が'十 分でなかった要因母1つ として、RttV鋳新

古典経済学批率彗を強く志寵する経済学ベース母経営学者ちが、新書典経轟学‡二警わる種諭鋳

根拠としてii筵化経済学 無elson and WinteF,1憾 2)をDC先行研究をこおしヽて多数援層したこ

とが挙をずられる。濯上 (2輔8)をこよると進化経済学 篠elson and Wintcr,19織 )の研究の意

図|よ新古典派の均衡論とは異なる進化論をこよる経済システムの総体今ダイナミクスの解現で

あり、彊霞瑾の企業仰ダイナミクスやその詳織を聞螺かにするもので:ま なし,ヽ ◆

(2)理 ンテンツ系の事象に関するレビュー

① ダイナミック eケイパビ
｀
リティの定轟

Tcece et al.(1997):よ、環境が急速にかつ激 しく変化する場合ζこおしヽて壺業がなぜ

競争優位を獲得 じ維持できるのかという疑問を理解 ,説 機するよで、PttsitiOning View

(POFter,1980)や RBV(Barney,2‐鉾2)で は十分でな等`ヽと参聞饉量講 ]こ基づ曇‐4訂 1外部環境を

分構しつつ、他社から母模数が困難である一連のルーティン、スキル:補完鋳資量をしヽか:こ

企業内をこ形成するか」という点をDCF論命焦点とした。そしてDCを 評急速な環境変化 :こ 対処

するために企業内外のケイパピ :タ ティ
3)の

統合・構築 。再難置を実行する企業の能力」と

定義づ |ナ たく)

EiSenha翼t antt MaFtin(2種 :傘):よ製轟轟覺、提携・買馨、資源配分ゝ知識移転・複纂 (組
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1∫ テイ:こ纂わる光行覆費翡理論鋳考察

な学奮i鋳ず覇セス if≫ ―ティ)〕 として具繁菱黎こ酢Cを提示した寺脅こで、鶴纏め環境変

化もこ討する反懇‡二れどまれず市場変化釣議進 :こ騒れ、TOece〔 19響〕鋳定義から拡張し、「市

場甕無 こド彗猥そしてさら奪ヽこ市場変化を創造するため‡こ、 1ゞ ソースを統合、再構成、獲得そし

て磯議するプ要セス鋤難々∫マーケット鍮鑽t嚢、輸喪、分畿、糠化、灘減蕉こ合わせて、新た

な驚∫ゾ~ス 鍛構成を実職する、組織鋳、そして戦略鋳なルーティン藍とDCを定義づ:ナ た。

茎轟舎‐‐轟癬 爾ittter i露鍵12):よ 、R&D、 再構築・再鐵置、買収後砕統合のプロセスをDC
となでな け.盗 ど、ど≫―テインと学習 :こ 焦点をあてDCO灘造、発展メカニズムの解現を試

轟ち環境嚢イ1註寿《畿しくなくと急自社の維力を統合・構築 。再構成している組織鈴存在から、

E菫鸞集h駐懇ta灘 闇襲Fti塾 輯鸞嚇 ≧闘雑 :こ 、環境変化の難しさめ織難ζこかかわらずDCは機能

するとしたoそ して、ひ儲ム 豪学習 :こ よって形成された安定した集圏活動のパターン_1であ

等、組織 :よD無:こ よつて、体惑鋳、分析鵜:こ、議率的視点から資源を構整、統制するオペレー

シ菫ナル・ル~テ イン (彎erating FOutin糠 )を生成・修正し組織鋳有効性を高める (為li●

and Witte‐F,2D02)と した。

TeeCe(2鋼}7)tよゝ典詩亀
i::さ

れた資麗など母優れた資源・ケイパビリティをま薄い市場
5)

で歌 l鰤 :お され為がゆえなこ、優れた資源・ケイパビ ]∫ テイの入手・獲得・統合 で逆 :こ

‐
::ζ え|ボ、

量轟饉鋳資源・ケイノ選ピ霞∫テイ難提供・畿棄)の畿力参卓越さが競争優性の確保 。維持に強

く爾かると:考察したoま た藤ず °リジデイテイ (鍵re Fittdity)業
)(Bart。

11,1995)と いう指摘

へ進化鑢鋳櫨点をお[}入れるなどしてそれまでのDCiこ 鸞する研究の統合を選った。そして

DEをヽ訂企業畿白鈴賢産ベースを継続鋳‡こ灘造・拡張 `鏡良・保護 |じ 、舗饉ある状態をこ維持

するこれ .こ よ |ク 、持続鋳競争優位母構築を図る、企業畿自の複製甕難なケイパピリティ運と

定義づ皐また。

HCifat et al.(輩輔7)‡よ、それまでの先行研究 :こ 基づき、DCの重要な特性をすべて具備し

ているとは考えてし`なし`と欝置難しながら、訂DCと は、組織が意図的もこ資源ベースを創造、

拡大、修Xす ほ鍵鵞重≧定義づξiた。資源と鐘、甕蜻ま:整裁翁ために組織が頼り≧できるもの7)

であり、提携 :こ よって取得する場合も含む企業の内外を聞わないケイパビl∫ ティ、有形・無

彫翁資源でぁa)

Helぬt attd Winter(鸞 11)iま ア ドホ lソ ク (ぐ の場限り):こ対応す為能力と特定圏的を

繰 り返し行う信頼のある組織籠野を区分 したうえで、組織能力をDCと OC(OperatiOnal

CapaЫ lity:以下、6C):ぜこ甕分した。そしてDcを 磯 存のoc奪変化、もしく‡よ買収、提携、

新製品聞発による新たなビジネスを行う能力聾れした。

攀 ダイナミック・ケイパピlリ ティが機鮭する環境

Teece(1997)、 Teece(2輔 7)、 Helfat et al.(2鍵 7)な ど、DC論ではDCを 主に急速かつ

激しく変化する環境で機能するケイ′でビ1,テ ィと提えている。

-11事、EiSenharttt attld Marti漁 (2輔9)戴 、市場命変化作急激さ鋳程度:こ よって対応する
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DCを 2つ :こ 分類 し、変化が緩やかな市場において 1ま伝続鋳ルーティンに似たDCが、変化が

激 しい市場 :こ おしヽて |よ シンプルなDCが機能する、すなわち嘉場の変化が緩慢であっても、

変化が急激であってもDCiま機能するとした。

伝統的ルーティンに似たDCtよ 、実行前の学習 (leaFning bebre dOing):こ よつて作られ、

業界において共通の特徴を持ち、共有、模倣 されやす く、持続白′毎な競争優位の源泉になるこ

とは難 しい8｀

ため、素早 く、手抜か 慧:)の なく、偶然‡こ (計 らずも)DCを発揮 し、他社 :こ 先

んじて上手に資源ベースを構築する、すなわち一時的な競争優位を繰 り1:区すことで持続的な

競争優位を維持する。シンプルなDCと は少ないルールからなるDCであり、マネジャーの注

意の対象を特定し、優先順位付 iす を容易にする。市場の予演じや境界分け、成功するビジネス

モデルの見極めが困難であることから、 1∫ アルタイムに情報を収集 し、同時に代書を搬 し、

新たな知識を創造する実験的な、実行 :こ よる学習 (leaming by doing)iこ よって作 られる

]EIisenhardt andゝヴ仁artin (20参 0)。

Zollo and Winter(12002:)|よ、環境変化が激 しくなくとも自社の籠力を統合 ,構築 。再構

成 している組織の存在から、Eisenhardt and MartiR(21閲}O)と ま司様に、環境変化の激 しさ

の程度 :こ かかわらずDCtま機能するとした。

Heifat et al`(2∞ 7)は、DCを含むケイパビ 1タ ティ‡よあるレベル以上着実な実行が可能で

パターン化された反復可鐘な活動から構成され、ア ドホックな対導‡まケイパビ :「 テイと|よ見

なしていない中このHdfat ct al=2∞7)の記騨凱こ拠ると、あまりをこ急激な環境下で、さら

:こ その環境‡こついて未経l験でア ドホックな対応 |こ ならぎるえない場合のそ母ア ド・ホ lプ クな対

応はケイパビリテイ (DC)ではない、すなわちあま t)に急激な環境下ではDCtよ機能しない

こととなる。Helねt and Winter(2税 1)iま また、小さな環境変化の積畳下におしヽてもDCが

有効に機能 している可能性について言及 してお :,、 急激な環境変化の下にとどまらずDCが

機能を発揮するとしている。

C)ルーティン

ルーティンとは、企業・組織におしヽて、一定の定めキこ従い秩序立って実行される焼震il的 な、

予測ができる思考や言動のパターン (機、様式)であり、生産技術、理騨や解轟ゝ発注、鐘

麗増 li豊、投資、研究開′〕賠、広告、多角 f≧や投資の企業戦略などみらゆる企業活動ここ関するも

のを指す (Neison and Winter,1982,と されなこ:

Teece et al,(1997)|よ DCを ルーテインと|ま 畿
・
言して琴ヽなし`も鋳鍮、滲‐‐‐C:ケ イパリテイ)

を構成するプロセスは業務遂行の方法、慣習、ルーテ ィン、パ ター ンである (Teece et

al,1997)た め、Teece eti al.(:1997):ま DCを ルーティンと縦えていると考えられる(1

Eisenhardt and Martin(20∞)は製品開発、提携・買収などのプ獲セス (ル ーテイン)

として具体的にDCを提示 し.、 DCを「マーケットの轟理、衝突、分割、潔化、消滅に合わせ

て、新たな ]Jソ ースの構成を実現する、組織的、そして戦略的なルーテ ィン_1と 定義づけ、

一 -1鉢
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ダイナミック・ケずパビ :ず テ イに係わる先行研究鉾理論鋳考察

酢C身 ずレー普 ピンと鼻をしてい(〔

zOl‡◎象肇遠wint帽 〔12鍵‐2)なこまるBc参定義 訂学奮されて安定した集轟活動のパターン感をこ

慇量ナ轟
轟
安定

撃
“パターン'や ≧≒′ゝう言葉から、Zttll傘 &塗違爾inter(:齢鑢):よDCを ルーティン

と1朦[え て鷲ヽること癬奪分浄ゝ轟寺

亜eittt eξ 慶,(露輔γ〕 |よ、DC‡:ま ア ドホプクな黄ま″悪
｀
でままなしヽとしてお 覧)、 ア ドホックな対 1応 :

鋤対轟‡よルーティン
ー
によ轟対等であるため、D奪 :よ ルーティン (ア ドホ ックな対応でなしヽま

駐蓬鍵えて響鷺轟.3

電1‐e‐舗ef鰊震)鐘、7討ホ 〆ヽクな鸞轟であってら,小 さなルーティンを有してしヽる
‐
導能性が

轟 等、またァ ドホ lド デ≧島―ティンと等趙き襲量長むヽ饉難がありそ録中闇点 (妥鶴点]も DE,

でヽ轟可鍵1性がヽ等、職 轟まずレーテインでもあ :参 、ア ドホックで亀轟る墨≧li蓬べてしヽる。

1霊: ダイナミック・ケイパぎリティとオベ|シ ーショナル・ケイバごリティ鋳区分'

Lll参 轟nd wintcF il璽鷺2:}|:よ 、1組織1母 ガレーティンをオベレーシ碧ナル・ルーテイン (以下、

舎整)と のRを生成・鰺菫する戦略鰊、露壼鋳なルーテインと鍮鐵警類なこ分類 し、OCIま前者を、

Dclょ後者な構成要素とする≧した。そして、学習メカニズムがひc、 6Rを、DCがORを生成・

修正するとして、それら鍮関連を図露‐1と 承 した。

÷
ダイナミヽジク察ケイパピIジ ティ

彗R&Dプ獲セス

・鵞∫ストラクチャ[メ ング、書メエンジニアξノング

=菫毅畿総裁食

くレ

轟「;希 :Zo1lo a議感Wittter(2輔 2)を もと:こ筆者作成。

図2■  学習、ダイナミック・ケイパピリテイ、オベiレ ーティング・ルーティン

Teece(20117)iま DCを、一競ケイノ
‐
ビヾリテイ (オ ペ レーシ灘ナ Fン ・ケイパビリテイ、経

営ケイパピ稼タテイ、ガタヾナンス・ケイパピ :ジ テイト鋳変化もこ影響をあたえる、すなわち一般

学習メカニズム
摯経簸器警撥

書難議籍織舎

摯無鐘鍛銭文化

オペレーティング壼ルーティン勢進化
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ヶイ.パ ビ青∫ティの轟次のケイパピ営すティとしてDCを '鐘置づ‡ナ、BCと OCを覆1分 してしヽふ.

Hclfat an4 wmter(鸞 lll)|ょ 、繭遮ぉょぅtこ 、ァドホックな能掬≧パターン化された信頼

性の高ぃ組織鐘ヵを甕分し、Dcを 評既存の◎Cの変化、もしく:よ 買収、提携、新製品開発をこ

よる新たなビジネスを行う能:お ふ OCを 聾 存資源ここよ iF)、 既存願黎 こ既存饉饉脅提供する

畿弗聾として、Dこ とOCと を区分した幸

Teece t2毅 4)iま 、プロセス、プジション、義:難の1鋼:点 峰ヽら、DCと OCを 覆:鍮
・するアレームワー

クを表2藤1の ようi二提示した。           F・

癬数凛霧 能カフ診―ムワーク機要素

新 :Teece(帥 14)を もと|こ筆者作成む

D(3をまVRIN響警載嚢をこ盛諄だゞき、義驚自のプラクテイスおよこドビジネス彎ヴドル :こ選霊録長塾菫ましたケイ

パピ薔∫ティでぁる.。 B濃まプ蒙セス (Fレ ーティン}ξこ鐘録込まれ穣瞳性がある (移動 :ま難 じ鶴ヽ̀)

ため畿傲 :ま 霧議で轟轟‐。DC‡よ進化鍮鰊な連合 :正 し等ヽことをやること)を 可鍵とする中◎毬

:よ技術的な適舎 t物事を五しく行うことl浄嗜'報 難で競争嚢位の轟難できまあるが、ベス 許プテ

クテ仁ス、糠撃藪 Fの プテクテイス::よ 社鶴覇譲やベンチマータきこより急逮‡こ拡畿す轟鍮轟鶴

長難鋳な競争灘饉 :こ 爾して十分を維畿な曇た構を建,L:lrkttet騨 14)。

飢 Lの よ寺は、王だの先行研究 :こ お鷲ゝで感、れ ずヽ膚亀襄ヾ豊鎮 螢修正鋳主鉢轟鳥・ヽ謙詰象とな

る0か∫競争擬紘持畿の機燿鋳大轟さ選侍薫沖`おDCと 組言を区分嚢手f等 饒ヽ

じ豫ヽし、Barney et al.{i2額 )11}:よ 、(Eis奪壼llardt and lttaIFti職 1鵞準攀◎}録 ‐鉦》轟lう 11齢‐導:菫‐1デ イナ ミッ

クなケイバビ争ずテ ィで轟纂:こ すぎず酢Ciよ撻濠舗建鍋母ケイバ:ピ l∫ サ ィ織意‡■包轟でき纂亀勢

であるとしている。

Helttt and wま 賦e菫
令

::鷺 11嘉:ょ 、:環境鉾変化鉾審議鋳な趙定 :轟 鶉難∫瞳存警書とダイナミッ

クな業務翁し≧ずれをこも使われるケイパピ:fテ イが存在す為底|と し、酢ごとOCと を試脊するこ

とは難しい≧鐘鑢 してヽ1ヽ (。

綿)プ甕セス系命事象 :こ鑢する排ピュー

攀 轟次ケイパ覆
ら
リテイ畿鐘および懸或・量揮器プ議セス

繭 述 の よ 靡 :こ 、 力 l轟 註駐轟 爾 i塗を彗
『

(重鱚 )露 ]、 T｀攀奪輯 f重1藁ま
―
群 ゝ H奪量鯉竜襲塾d爾 會醗teF t鏃重 〕 :曇

主要な構成要素 覇聾しヽOC 畿しヽOC 強しヽDC

プ霧セス

(ルーテ イン:)

標準以下鋳プラクテイス ベス トプラクテ イス :畿 薮翁プテクテイスなど

ジネスモデ姦`

ポジション

4資源う

わずかな書逓命資源 贅沢な警通母資源 VRIN資源
ヤi

緩路 (戦皓〕 下手 :こ やる 正しくや轟 Xし しヽことをやる

―― 量4準 一



ゲず十ミ l′ ‐1シ ・ケ ず́パごtlテ

「

工係轟轟先行研究の理論薦寺考察

酢ざ―をOc鋳上笠 t■ 轟轟藁毅録ケ ,ギ ノ埴ど顧]テ イとしで強
・Iづきまでしヽ

「
.こ のよ与を、轟次ケイ

パピ奪]テ ィとしての●C,鍮 拉置づζ古鐘、DC鑢の系態で作薔究で :ま ない得ヾ、藤本 寺1憾7)が 夢繰

寺遮し誰鋳極めて紙詮ヽ議発プ壼七氏i二 よ(F計 ―ティン餓寿構築め右鸞なパターン連である進

化畿鵞l争
卜
を、議常砕畿角を修菫する上位母畿力として泣置づ llて しヽることと共通する。

し瀑〕韓́、酔c鋳 :繹:鮭で鵡轟イプベーシ碧ン・ルーテイン命本質‡まずレーティンつまり安定 し

たぶ |タ ーンで轟希tイ ノパーシ爵ン・ルーティン|よ襲`難鋒な饉自ξこ繭燿`うこと:よ蒼定できず、

最x〕‡こ畿薯輯∫レ_テ ィンを珈議する角を葛す慈蒔 :ま なしヽ 《li』 購中鸞lo)と 母批判‡こ対 して発行

爾寃減…
:・ 骨毅鍮識を承構で:れ、なし、翼pc鰺 畿ヾ次の機立さまtたルーティンを修正することが

ギ薄歌を鋳だか」「 そ鋳メ渚ニズム薔ュ・、武静なるも侍なぜ》峰ヽ選など鋳鷺趣爾さこ力せ篭誇る勇馨騨鐘―
:二嚢計でなしヽ◇

鐘 :き導寺鉾‐新:鐘、酢C議電参ぎを介 して 〔菫接で‡まなく|}或鷺 :こ影響を汁たえるメタ織なケイ

パピ 1∫ ティである性、絡を強める1激 ≧
゛
ゝpC‡よ特定コンテクス ト下券特的轟鋳 :こ おしヽで鷺成が

れる特難なヶィパピ薔ゞティで :ま なく、汎簿性、典達性を鸞げることとな意参、模傲繭難性を失

しヽ、持難憫競争機位の源轟かあ:よ 遮ざかってしまらミとを指横 してむヽる
11)鰺ず、こ蒔指摘ヘ

の先行饗究鍮輔籍繊
‐
十分で‡まな建:ゝ 参

、 ltt a轟: ‐ぱwitttぎ (:菫臨粋 ‡ょ、学習、I《、オペ レーティングケイパピ鷲タテ ィめ轟連を、

図2+1で撃 彰、経l歌の藩畿、建講織結合、鶴識鋳或文 とゞからなる学習メカニズム :こ よってDC

家鏡或挙
‐
れ、ひc眸 ◎ヾ資を進化させる、また学習メ弁ニズム |よ 鍾接 (DEを介することなく)

o理難を進化させるとした。しかし、DC蒔鷲或 嗜構築や覺樺釣過程 :こついで、実証的な検譲 tま

十分できまなく、解橙浄]な さ警tて しゝをしヽ (福澤.鷺 13)争

彗 形成 。発揮母主体

壼ettat et al。 (:i露輔7:}きま経営者を酢C鍮重要な主体 として鍵え、経営者母BC′ を 要経営者が

組織の資源ベース母意識鑢な爾造・拡大 0修正を実行する鮭蒔達と定義づ‡ナた
12)。

Teece(2輔 9)‡よ、経済理論をこおしヽて経営奮命役誕 ]よ選少評価 されてお 1参 、それ :よ マネジメ

ントの重要な意味きこつしヽでの理解不足、また不完全市場で母取琴i:こ 必要な轟度な知識の必

要性、さらキこビジネスモデ pン のデザイン、リーダーシップ:こ 聞する::壁
Ji:猪が援う役割の重

要性を経済理論浄辣 議で轟てしヽな等ヽことをこ趨爾してЪ.ヽ ると指権じてしヽ暮。そ鋤うえでTeecc

(鸞締)‡ょ、組織維持のた蛉 :二 経常者洋ヾ行なう瀬ント爾―ル、監督、管理 モBa識節d,1938)

:ま組織維持 tこ 不可欠であるが、DC職資産のオーケストレーションの遂行など:こ 関する経営

者蒔ヶィパビ豫ずディでみ i,、 経営者溝 C母重要な設書を提って鶴‐ヽ惑としてしヽみ◇

Teece(2(I)プ):ム ダイナ ミック・ ケ イパ ピ鷲∫テ イ・ ア レー ムワー ク (lDynattic

capattity Frattewo菫 I以 下、DC.F)の 感知 :こ おし`て、情報鋳解釈 (意味づをナ|):こ 係わる

領説の構築、検証、総合が、企業家・経営::慧 :こ とって極めて重要な機能であるため、 トップ

マネジメントチームが担うべきであるしている。DCFの捕提 :こ おいては、共特化や ドミナ

ン≫・デザィン彗、ネットヮーク外部性
14)を

見通す投資の意思決定、創造飾なビジネスモ
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デルの構築などを可能ならしめる高度かつ広範な知il畿、経験が求められる。反イノベーシ菫

ン・パイアス機 の理解、既存ルーティンから生じる遊機能化の打破がラデイカル (非連続鋳、

破壌的)・ イノベーションの実現のために極めて重要である。確実性効果
麟

や:i鐘度な楽観主

義に拠る低収益をもたらす投資の意思決定は避 iナ な|ナ ればならなしヽ3捕提に必要な能力 |よ 一

般化されていないものであり、 トップマネジメントチームが強い 1∫ ―ダーシップを発揮して

担うことが基本であるとされる。DCFの転換における変化する力外の環境 :こ 応じて資産お

よび組織構造を恒常的に変革する能力は希少で轟り、1経営者が発揮すべ碁能力であるとされ

る。

以上のように、DCΦ先行研究でまま、経常者の能力や デ`ーダーシップキこついて述べられた

ものが多く (西澤,2015)、 ミドルマネジメントにDCの担しヽ手としての役割は基本的にきよ難

待されない (Teece,20∞)と いうのがDC先行研究の主旨である。

しかし、優れた戦略は多 くの場合試行錯誤の後 :こ 明らかになる :〔 Tcece,2014)、 すな ,i´
pち

優れた戦略は創発 (Mintzberg,1998)に よって形成され、創発の過穫 :こ おいてミドルマネジ

メントが大きな貢献を果たしていた (曲 湖,29oO)こ とを示す先行研究が多数存在する,こ・

組織学習をこよってD‐Cは形成される (Eisenhardt and MaFtin,20(M))と の立場に立て:ボ、組

織構成員の学習を組織遷標に結びつ iす るための トップマネジメントのビジョン|こ 治って実

際に組織構成長の学習を推進するのがミドルマネジメント (寺 用,鷺02)であり、すなわち、

ミドルマネジメントは組織学習を通じてDCの形成 :こ 重要な役割を担う。

定常性が競れた環境下においては必要となる試行錯誤的なOCの新たな組み合わせの探索

においてはボ トムアップ的対応がとられ (速 lミ2輔7)、 ポトムアップ的対応鈴職面でtま ミド

ルマネジメントの貢献が想定される。.

DCの端緒やその形成のプロセスを 1∫ ― ドする主体は、企業それぞれによって、また鋼一

企業であっても時期によって異なると考え犠れる (轟 認,2襲 3)。

シンプル・ルール戦略 (Eisenharttt and Sull,2001)を こおしゝてトップカiシ ンプルなルー∫レi丁‐

を設定した後は、ミドルマネジメントによる創発的な活動 tニマネジメント機,導委オ轟‐暴れると考

えられる。

Helfat et ali(2007)に おいて資産のオーケストレーションを行寺経‐営の役報や能力の考

察が十分でないことを福澤 (20121}:ま指摘 している←

経済学は組織内部 (マ ネジメント)母意味Φ重要鑽蒔理解不足や市場 :ま通不足なくスムー

ズに機能するという前提によって経営者母役割を過小評価していた (Teece,2009)が 、経
′
i:蒙

者に対する以上にミドルマネジメントの役割を軽視し、この軽機 |よ現在も続いている可書桂性

がある。

0 モデル化

本項では、DCのモデルとして、Dc母疇矢であるTttc傘のDcF(Teece,2007)、 DCの枠組
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ダイナ電プク・ケイパピ:Jテ 峯 |二 係わる先行研究の理論鋳考察

み⑫鑢量鋳鸞造 :Te奪奪et露輔14)を歌な量抒ンピユーす(手

電》ダイナミック・ケイ∫ヾぎリティ・フレームワーク

Te‐奪載 :2特T:}:よひC鋳一難難な枠織みとして、ひcを 3つ 鈴プロセス:こ 分‡力たDCFを提示

した
=

酢恣臨農、嚢鵞‐“量鋳よう.:二 、感鰺 (賛鶴i量参、鐘鍵 (鸞 izittg〕 、転換 itral憾拠rtting〕 ≧鶴`ヽわ

移眸織プ職セスおよびそ言驚ら鋳プ爾セスを支えるミク曹寿警轟礎から或る。|ミ クロ鋳基響者と|よ、

酢鍾をサポー トすは経営鋳なプロセス、手装、システムで轟る電、

表:童
書量 ダイナミック ←ケイ∫ゞビジティ・フレーム〒―ク
感爆 fs‐ellsittg) 撼撻 〔seizittg) 転換 (tFanSfOFming)

DC

定轟

・ 黎難≦野ベン曜攀蹴覧:こ 質濠だゞ く 幸運璽
鱗 `難握す轟}難鵞

機会補足蒔たぬ‡こ、新製
轟轟・サービスを轟`発 す
轟鍵寿

資産 (無形釣内部・外部
のケイバ ビ 1メ テ イ|)を 勤
轟諄鋳:こ竃買響摯、美藝事占、平呼藩E燿愛、
転換す轟鮭角

具体鋒
実施事項

轟塞、サプライヤー、補
完主体、畿合、技籠、羅
通機域鈴動向 :こ 趙する情
報をスキャニング、攀造、
学管、露釈
繭査、RとD、 学管、予測

:新製轟鍵 。サービスM発母
ためな

=}。新たな経営 プ習セス、絶
畿構造、意思決定プロ ト
コルの構築

`投資
。入材翁採麟1・ 教育、組織化、
鐘鑢ま導―一化、

・ l∫ ―ダーシヽ̂Fプ券発揮

投資
分権化 (難藩壼撃減、チー
ムワーク自上等)

インセンティプ設計
ナレッジ・マネジメント

要検討事壊

,企業家灘神
争オ藁プン・ イノベーシ載

ン

ドミナン :｀
・デザイン

ネ :プ トワーク外部性
企業境界、
ビジネス・モデ∫≫
∫レーテイン遊機能鋳打鍍
瞥イヤ :Γ テ イ、 コミッ ト
メント
オープン。イノベーシ彗
√

ルーテイン選機能の克麗
資 産 の オー ケス トレー
ション 〔整合化・共整合化・

喜整合化・再活〕
コーガ レー ト・ :Jニ ュー
アル総 業更新}

準分解可能性 (自 律 と統
合のバランス

||)

共特化

ミクロ鋳基礎

●学管、:機:会 壽感難・フィ
ルタリング 。形成・調整
のため鋳分析システム (灘
よび燿Å鋤鐘力)

・ 自社R轟秒の誘導、新披衛
命選:難ξこ:雛またプ要なス

・ 外生織な科学 t技術の発
震を溝覇するプ職セス

・ サプライヤーや輔完主体
めイプベーションを幡篤
するプ習セス

・ ターゲ ツトとする市場セ
グメン ト、議客轟¬ズの
変化、カス タマー・覇 ノ
ベーシ警ンを轟定するプ
ロセス

1卜 響範ぜ球鋳喫華漁己〕こ鶏ままたぶ≧覇難
の構造、手続 基、デザイン、
インセンテイプ

・ 浄スタマー・ lノ リューショ
ンと

難化
補完
プラ
ン ト
業境
意思
択
爾イヤリテイ≧コミッート
メントの構築

ピジネスモデルの理

製品のマネジメント、
ツ トフォーム命 要コ
甕―ジン選 :こ 由なまた金
界の選:拭

決定プ濠 ≫コタレの選

●特殊的な右形・無形資産
の継続鋳整合化・再整合
イ|`|

・ 分権化と準分解可能性
・ 共特化
=ガバナンス
・ ナレッジ・マネジメント

DCの発揮主体

基本、経織 暮卜〕ソプ ,マ

ネジメント・チーム◆
纏纏■ トップ 。マネジメ
ント・チーム :こ よる情報
の解釈 (意味づこま)がな
された後は ミドルも可能
※ (講 )彊 人の議知力・

想像力 :よ 重要

尋基本、畿鐘 ウトップ・マ
ネジメン群 ヂーム

・基本、組織・ トップ 'マ
ネジメント・テーム

鍵蒲 :rhe毅 412輔 7,露額}攣)を も≧:こ筆者作裁舎
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2〕 ダイナミツク・ケイパビリティ勢i枠組みの論理的構造

TeeCe(:2014)‡ よ、戦略とDCtよ 報互 :こ 関係づをすもているが分析鈎に異なった概念であり (戦

略とDCtま 同じで |ま なしヽ)、 DC母枠組み鋳操作を可離とするため :こ ‡裏DCi:,こ 鐘優れえ戦略が必

要であるとし、優れた戦略として、R積難dt(2輔 1)の戦略鋳核心 鐘 eF■e10f Strategy)を

挙げた。戦略的核心は、十分な根拠に裏付 tナ られた11食 い基本構造であ lp、 訂先見性のあ為判

断 (prescient diagnDses)ふ 軒指針 となる戦略鋳方策 (a guttixlg policy)ふ 「首尾一貫 した

行動 (c●herent action)鷹 から構成される
181。    「

DCに必要な優れた戦略として戦略的核心 (:Rutteit,2011)を 挙げたうえでTeece(鸞 14)は 、

DCFの 感知、補提、転換の3要素を戦略鈎核心 (Rumelt,帥11)の構成要素 と対応させ、異

なる概念である戦略とDCの機五関係を明らか :こ した。具体的をこtよ、表2-3に示す通 :つ 、II》CF

の感知 |ま 戦略 :こ おけ為 洗 見性参ある判断」をこ、構擬 と転換 |よ 戦略鍛「指針 となるi:‡聰略鋳方

針∫首尾Ⅲ…貫 した行動量と対応してしヽるとした。また、1同様 :こ 、経営者母オーケス トレーショ

ンJ)本質を、企業家的、管理鋳、 :タ ーダーシップと分なナ、戦略鋳核心 (Ruttelt,帥 11)の構

成要素と対応させた。

表2n3 ダイナミック・ケイパピリティと戦略の機菫爾保

轟所 :Teece(2014)を もとに筆者作成。

摘壌

轟所 :Teece(2制聾)を もと:こ筆者作成。

図2‐2 ダイナミック・ケイパピリティの粋織み鍮論理韓構造

機築
/

鷺連するダイナ ミック・ケイパ

ビ :∫ テ ィのクラスター
感難| 捕提/転換 鑢鍵/'転換

経営者母オーケストレーション

の本質
金業家的 管理的 lザ ーダーシップ

ケイパピ髯」サィ(ダイナ亀ウンタ)

纏繊鋳濾康

経営量慧決定

(オーケストレーシ雛ン3プ

難セス:鐵無、捕露、転換)

オーザィナ撼渉…・

ケイノミざまメティ

―畿鋳

事∫ソース
購入 ?

購入?

/

VttI押メソ'―ス

―… 14毛 一―



ダイナミック をケぞ′́iビ「琴ナ 義́こ係わる先行ξま竜釣理轟鋳考察

靡ξ≧畿難詮弄霧重鵞線を鼈熙けヽ:こ ≧たうで?警ぞぐ孝 illi毅4):よ、纏畿鰊遺重手経営慧黒装定、

D‐象 巻錬、 :itメ ース、戦略、鐘争震泣を構成要素とするモデルを図2_露 転じで示した。

拿 ゲイナ ミック 摯ケイパピリテ ィ奪|こ藤 わる先行研究鈴嚢鑢鋳考察

《糧》プぞナミック・ケぞ∫ヾゴリティ‡こ驀纂わる先響晋覆話警種鋳間燿藝点 幸難畢肇

繭輩 :こ わをする酵導覺精畿究レビユー寿ゝら、先行購究 :こ 機そを聞題点・融界が存在している

こ≧眸疇藝鶏した.

鵞 褒ンテンツ轟鈴事象‡こ藝す轟轟題点 幸購辱

萱瓦鎌定義もこつ諄ゝで鐘、釘酢ぎ:鐘 ど鋳ような環境
・
丁で撥鮭することが憂∫

二
鍵か退翼資源ベースの

翻逢や拡張ほ菫懸を轟くさ、学響を二重轟を置く力ヽ遷夢pC.を fレ ーティンとするか否か重ななの

点母見解翁機進 :こ よ響、ゆ:ボ1鋳定義 :よ 定まってしヽな書奪統一鋒な見解翁導銀が求録られるci.

Dぎ 鰺ヾ機鐘す為糧崚‡二鐵じてt‐ 打憩激な環境 Fで畿董粒する∫急激、緩性のしヽずましの環境をこおしL

て1畿畿す鶏瑳i… 薦意峠:こ 轍≧等屹 境下で:よ畿鐘しなしヽ壺≧見解が統一されて警ヽなしヽ申元来〔そ

亀そふ通じ《)、 磯1鍵壼化等激しさ鈴程度が審畿饒‡こ鐵欝 3絋定するこ1と 書ま爾難であるとの

ま諸暴難も轟轟
=J‐

難‐C‐ほど♂ひような準貴塞議|こ おしたて響鍵鵞転毒舞轟響》浄ヽ濾1夢藩難毒誕暮覆f≧母議量華難をいだかtこ して選輔

定す轟鋳浄亀」など鍛薫鋳解獨壽ミ必要で心亀キ

巌―テイン蒔点‡こ嗜し`で酢C翁先行研究 :こ 灘鶴ヽでは、》ざ:ま基率講甕こルーティンと鍵えられ

で路ヽ為が、蒙DCζまクレーテインでもあリアドホツクでもおる (lTeece,帥14)壺 と鋤認識も存在

し、野滲C鐘 メレーティンでお轟寺峰ヽ藍馨アドホックな対轟t DCと みなすのか至まこついて見l購::ま

う:≧ まってヽ|ヽ ないな時、統一した鍾解が求みられる。また、アドホックな対応をD無こよるも

母で|ま な準・≧すね‡ぎ、ま確酢ごとアドホックを鍵壽と|れ 浄ヽヽなる間奪纂‡こあるのだ冶fJどのような章滝

灘
・
下であオLぱDCが機鍵じ、あ轟移‡まアドホックな畿力が,鑢:能するの洋亀聾要DC≧ アドホックな

難力 |よ、ど蒔よ与なタイミングで、い豫ヽきこして響り:諄れる勢か聾などについて鍛:攀理が必要

で轟轟
1憲 l幸

酢‐Cと O‐Cの匿分‡こう等ヽて‡ま、ひざ≧9Cを 覆分する輸浄ヾ主流であるが、環境鍛審議鋳な灘定

鋳難しき浄ヽもDCと OCと を甕分す為こと:二 萎定鉤な見解が存在する.J畿角ソレームワークの

要素 (ITeece,鸞14}遷 ‡二よ懸pCと OCの区分 :こ ‡ま、渡 証購究が不 幸‐分で領議織撻示‡こ警まっ

てしヽみ∬プ職セスがどの種度母長ざ、連餞蒔ことなの議ヽ不理である∫独自プラクティスであ

る浄ヽ蓄豫ヽ蕉二つしゝて客畿鋳ξこ意識、理解、響断することまま圏難である』など母難題点・隈界を

指機できる。軒Dこ とOCの区分 ]よ爾鍵な0つ ∫ヽ区分するた時の基準を路ヽか :ミ 設定す為か∫と
や
の

種鑽まで織構繊がで区静する通≧豫ヾ学構鋳:こ また実務鋒:こ意義が轟る勢か」など‡こ関する調

査分析、考察が必要である。

の プ菫セス系の事象:こ関する問題詐 限界

DC鋳轟次ケイパピl∫ ティ撥鮭:こつをヽて‡よ、ひ黎こ畿帯ルーティンを修正、霧導新する力 :ま な
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しヽとの指摘 :こ 対して先行研究 !ま 十分な論証な;:i蔵 せて‡まいなしヽ。「DC:よ 高次ケイパビリティで

ある」とのDCの位置づiナ は実証的な検証が必要である。DCが高次ケイパビl∫ ティであると

総前提を置しヽた場合、F(一鑽性・書遍性ゆえξ̀こ )DCが持続鋳畿争嚢位ξこ貢献できるのか讐

といゝう点なこ関して解現が必要である。また、DCの形成 :こ ついては、組織学習をこよりDCiま 形

成されるものとされるが、実証鋳な検証 |ま十分で|よ なく、解覇が必要である。

ダイナミック・ケイパビ :タ テイ鬱経 発揮の主体に関して、DC鍮先行研究でをよ、》cの主

体‡よ経営者、 トップマネジメン≫とするものが多く、iミ ドルマネジメント:こ DCの担い手と

しての役割は基本的なこ|ま期待されないとされる。しかし、戦略策定や実行 :こ ミドルマネジメ

ントが貢献を果たすことを指摘する経営学の流れをくむ研究などが多数存在しているゃpCメ

の先行研究で:よ、DCィ 命形成や発揮にお:す るミドルマネジメント學貢献について、その貢献

の可能性も含め解現が十分でなしヽた論、解現が必要である。

DC母モデル化に関して |,ま 、D‐CF(Teece,2紳7)、 酵‐C母枠組み奪論理鋳構造 (Teece,2級 4)

のいずれもが、DC′ i露:無の統合を意 ]向 する、DC論の発展に資するモデルであふと言え為。しか

し、DCF(lTeecer2鍵 7:)|よ、取馨Iコ ス トや企業行動、ルーティン、資源ベースなどの多様

な理論、概念の包合によ :参 、理解や操作が容易とは言い難しヽ籍
。Dこの枠組みの論理締構 :ま畿

(Teece,2014)|よ 、戦略鍮構成要素として戦略的核心 (R積轟elt,鷺ll)を 採燿した理曲 (なぜ

ゆえにRumelt(2011)の 戦略的核心なのか)や戦略鋳核心をしヽかにして灘轟すれ:∫ よいの

かが不明である。また、DCF(Teece,2007)、 DCの枠組みの論理的構造 (Teec奪 .2014)鍮 い

ずれもDC形成のプロセスが組象込まれていない。DCのモデタレ母轟鑽で担‡よ馨|き 続き必要であ

る。

(2)研究 :こ おいて着眼するD‐C先行研究の問題点・限界

DC′ の先行研究に存在する様々な問題点・限界の中から、筆者‡よ、DC形成 。発揮の主体に

関する先行研究の問題点・限界、具体鋳‡こ|よ、「DCの形成や発揮にお:す るトップマネジメン

トやミドルマネジメント母貢献:、 特ほミドルマネジメント命貢1献::こ つしヽて、そ鈴貫献の可畿

性も含め解理が十分でない』‡こ着眼じ研究拿畿≧する。:

当該問題点・限界に着眼する母|よ、前述したよう:こ 、DC先行研究孝二多く砕欝鸞薫・職弊

が存在する背景・要因の1つ としてD‐Cの具体的、詳織な
―
解‐鴫翁事十分さ濃ゞ1挙‐豊ずられており、

特‡こプロセスキこついて解現が十分でないか螺であ―る幸具体鋒く鮮‐轟|な プ爾セスキニ着議れた

DCの解明のためには、DC´ の主体を特定してDCを鱗査分構する.、 すなわち「だれがど母よ

うな背景、状流、経緯において、どのような構五作轟:こ よって、お幸ような量愚l:夫定をくだ

し、どのよう:こ それが実行されたか」Fそ の実行がDこ といかに関係してしヽるか重を明らかに

する必要がある。

また、DCの _:‐ヒ体に着眼したひC]母鱗覇|ま、その解覇を推象動やi畿念鍮‡こ警織ず、具体論や

一…146-―



ダィナミック・ヶィパピリティ:こ 係わる先行研究の理論誇考察

寵‐m‐鑢‐れこで難実さ磯轟爾鑓性を轟轟ること急、轟譲轟饉薫・限界‡こ着難す薬理由である。1

モ雛}〒 サーチ・クエスチ轟ン輸設定

:1摯
ic懸鎮・発揮鋳主弊尋こ爾する先行研究傘冤饉薫 幸畿諄鳶ξ二着難した研究命睡鋳探求めた

鑽:蝕
「

鈴等多サーチ 拳クエスチョンを設定する。

理1 齢ご:ジ存在すると甕されるプ職セス (ル ーテイン|}:よ ぶめようなも母で、それ:よ どのよ

寺ξF[織分化されている鍛峰`今

:菫: 酵C浄式存在すると藝されるプ要セス (タレーティン)きまゝ 饉の糠力な組織ルーテインとど

鋳ような織五作選を有してしヽるのか。

理, Dcが存在する≧甕さftる プ醸セス ィル_テ ィン)ゃ、当該プロセス (ルーティン):こ

籍工作鸞を有する愧儀ξ二轟轟饉鍮様々な鐘難:カ ーテイン‡二灘等ヽて、酢Cの形成 '発揮命

た録に トップマネジメントやミドルマネジメントはど鍮ような貫:献:を 難たしてしヽるの

か。

毬)》cl蒔澤或 幸覺‐鐸‡二麟慧ヽで、 トップマネジメントやミドルマネジメント母それぞれ命貫

鹸鐘
‐
ぃ.津、|,な1忌曇纂もこ心轟侍議ゝ {i重 しヽぅこど翁よらな影響を、 どのような方法で与えている

節ヽ}ゃ

1勝 そ嚇氏彗の購等を導轟したらえで、〕滲Ci熱′ゝかなる環境で機鮭する分か。DCと OCiよ い

峰、‡二藁分すれもボょぃが.Dctょ どめょぅも,こ して影或されるゅか。DCtま し,ヽ か:こ定義すべき

か3砂 c‡まどのよう:こモデル化できるか。

4 おわ魯藤こ

今後命調査・研 ::な では、露章の尊∫サーチ・クエスチ議レ:こ轟づき、組織‡こおさするトップマ

ネジメントおよびミ酵レマネジメントの役絆 貢献やpCが存在すると爾される組織プロセ

ス 軸睦 Aな ど}懸 ょびDc命理論結支柱でぁるとなって鶴ヽるルーティン、鐘織学習鋳先行覆

究レピューを行い、事渓研究
211'を 主≧する調査分析鋳枠難みを考察する。事例研究を主た

る爾査分析母方法襲導で諄覇するの:ょ、欝述鋳ょぅ:こDc鍛具体鋒、詳織な鱗瞬が不 十分で、

福澤 (帥13)が指轟するよう:こ 、DC研究鋳発展のため:こ :ま 実際の経営の場ξこ踏み込み戦略

形成や実行のプロセスを丁寧 :こ爾査・分析する必要があるからである「u

そして、繭査分霧ξこ鶴る発見事実の考察を通拉
‐
1悔章 :こおしヽで設定したリサーチ・クエスチヨ

ンヘの購答を得、恐C・形成 。発揮の主体母解理を試み、実験的な提案を行う。

<注 >

1)ジ ャングル翠罐熱こっぃて黄 (2ollド :よ 、ターンツの「マネジメント・セオリー・ジャングル」

とし、ゝう言難 こ傲って、今轟、ダイナミック・ケイパピ :∫ テイ論の混乱している状態を称 したと
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述べてしヽふ辱黄 《帥11)t二 よると薫マふジメント・七オ 1ザ ー・ジャングル_i:二 っしヽて:よ 、昌弘 11憾 1う

が詳ししヽ。

2)綴上 (12鍵8):よ 、RttVの 多様な研究業績を打0覇 本企業翁実懸研究を轟鍵とする経営戦略鑢覆剣

「癖無議院・学習鑢越:~奪非・鑽占典藪経済学を轟璧とす為経営靴餞雉研究_1と の 鼻つ‡こ分嚢 し、

曇～o全てな右して鶴′ヽたものを機覇 RBv、 機を主‡二奪および0を 一纏歌 等入れたものを後爾

RBV≧呼んでしヽる。

3)原藩でままcottpeteilttsと 曇露
‐こされてばヽるが、Tee壁:〔露輔91):こ よると講者 (谷難ま饉)もこ対 し

て著者 (Tette)か ら「幹鶴賠e奪織c毬 :ま 文轟 t二感 じ (一畿鋳)ケ ,在パピ ]∫ テイt:|二 讚轟じて:曇 じ

い_1と の要請があったと命こと豫ヽも、本轟で:よ ケイパピ争∫テイと就載して鷺ゝる。

4)あ る資麗ズが騨母資藍:こ 対して、導糞覇旨だが覆零選難‡こ貴まして、お心をヽまま響亀撃鰭赫撻プロセス:こ貫1してそぶしくF

れもちうる間係性 {:iT傘虻e,露1鸞よ参}キ 具律鋳 ]二 :ム デイーでル披箋 ≧デ =ザ ーゼ Pレ 電気機轟草、本

薫恕動車と永薫スタンド、デーム機とゲームソフか、コンピユータOSと 一連のアプ等∫ケーシヨ

ン・プ薄グラム、クレジッ≫カー ドとその政級しヽ業者など
や
鰺ヾ挙‡ずられる。共鋳 f≧資鑽鐘、便

益獲得の上で母オペレーシ琶ン統合の必要性、発見織繭なさゝ難鷺攀え侍売買舎轟難さをお

のか堪、経轟・サービスの豊別f詮、競争優位鋳持続 :こ 武 悪く貫炒す為i半導体舎饉畿‡穐藍h‡こ

まるソフトやニア織進歩 :こ よ諄デジタル́化、モデューキ飽、:黎 ドヽトザークf担鮨=進籍 し̀、 インター

ネットおよびモバイル端末の広織な警晨、進艦灘ス ト母赳鋳な鐘下とみ等ヽまって|、 饉醗畿拭、

工作機械、山動車等浄貧ネットワーク・化してきてしiヽ ふ f緩轟量業懺饉 ,露縄Elと 議́)寺 戦翼 :こ 懸しヽて、

共織化‡よ一矮進行すな.

懸l 歌事]量 眸ヾれずか、無鬱資量のようなずァジーさなどをこよ‡ヵ、政事|が成立し難議ゝ (資輩母漁鏃

″難が小さ等ヽ〕市場 (・Tcece,露額:〉

:特 キ轟ヽヽ事録からし,か得ることのでさな鼈:ヽ
4、 量少な)資畿瘍歌 :等・

獲得、鐘存資渾との転換、幕るしヽ1裏 難曇等鋳鑢角が、資産鋳書彎饉、ひ苺ヽマ :よ 畿争嚢箋蒔誇

続のうえて、重要鑽を増す(]

6)競争優位の霧畿であった警了 `ケ イメ≪ピl等 テイ静貧業軟性を失って騒鍵壼化をこ轟導できず、強み

から覇諄み :こ軸 嚢ゞした現象で4轟 尋輔繊侍嚢象 |こ うしヽて戸轟1懇 (鱚訊 :}:機 、食予饉畿1争|まI灘‡‐景‐
‐‐轟

轟本軍の作戦失敗蠅拷ヽみ、|「 蝿轟 ]よ 饉轟畿角を鑢蹄轟す 季a襲替‡鎧難露

「

髄l職‐咎‐忠農1鎖1嚢‐参軸:難盤奪11

1・ 特定の戦饒糠璧へ翁轍轟難な を選戦を}趨轟呻ご学習嚢鐸鐘角をみ等、マ]ょ 羹装‐:馨‐lm‐量驚を費豊

させた重と推攘 してい(。

7)訂資源 |ま 濯鋳達成券た蜂 :こ鐘轟豫ヾ畿 り難できるも教」ξこつ等ヽて:鼠 最も鑑《機識して議ゝるオック

スフォー ド (参 xttr嘘}な ど英議鑽書を二おきまる資源翁定義装 一致して難議t量糠 :義 :よ 、訂旗提で

さるなす璽難・奪懇選「騒量難な量た群強:こ 館蕪整するため :こ 春麺燿で轟る手騰驚+も なく|‐

‐
1ま 生灘饉難や番罐蓄鍾を最簿を

すため‡こ金業が撃瑳簿できる全体鍮な手鑽基夢支援蒔渾贔 ,■ しくξ衰網鐸電畿を手段藍夢支援蒔手

段理である モ菫嚇lfat et al.,2鍵 了}41

81 :i_itt t菫 攀酔〕は、訂酵C踪寸奪ベ レーテイング・ :準 ―テ ピンを筆菫・魔蔓すはず薮鍮二1票よ要す
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ゲギ■ミザ1夕 'シ :″
「■三群 ティ:二 轟オ≫る食行研究σひ理論塵争奪察

る時鋳キ聾■卜なき髄脅難き業で異鼈整蟻くヽ 眩彙轟∋C‡よ競争簑短持畿飩ξ頸農 :二 義争)A轟二≧

し::脱13etthaFdξ ttnd Mttrtin i2参輔〕備 夢IDc iま 典選性を有する0え |こ 砂CIよ競争優位持統吟1厚

鐙‡こな為こと|よ :難 し.い曇とのインプ 1』 ケーションを受澪 入れること[ま できなゝヽとしている。

9ヽ  RFttl撃嚇i無鯉ゝRttre:隷少、i難pelだ
lectiy!菫

11:織 bie i畿畿覇難、Non―stitttitutabttty i f亀 替不
｀
可

鍵 t轟菫r盛鶴
″寺l鉾 1)争

詩i鮮窯 11絆T)|よ、 評習夕鶏轍率の畿究から、組織寵海を維態轟争能力 (渡atic ttpalbility)、 改善

壼趣鵞 (1猟provettel鷲 cattbttty}、 進化畿島 (c、・緩壌tionary 3穏〕農穂 ity)tこ難覇化 した。藤本 (1997)

|よ 、進イ≧能力 〔能力構築鍵式静 とDCiま とも:夕

il:‐ 高次勢組織育旨力 (メ タ能力)である」などの

点で共通性を懸めてヽゝるが、進化鮭陶 (能力溝纂離力:}:よ麟発遇確 (em奪彎織t procttss)を

前提とする点でひCi≧ ‡:よ 一線を懸するとしている (幅澤 警虚013,。

111こ 器よう;こ 数艤 した 鯉で濾ュ‡‡(1露輔了}‡よ、「DCを懸裁・具理化する (籍異性を有する
｀
)学習

プ覆セスキニ持畿難畿争簑裁実瑾の本質を求轟轟べきである亘訂師騨え:こ DC:よ持続鋳競争優位母

:漂泉 :こ な為こと:裁鷲
‐
輸聾・T轟患奪蠅解を提示している。

1鷲)Aぽ ner anぽ 扇1心ifttt(鷲鸞
‐
滞11:よ、籍懺鸞浄ヾ鐵畿鋳鷲夕:メ ース、ケイパビ爾ヂテイを形成、統合・喜覇

.或‐するデぞナミック・マネジ :∫ アル・ケイオヾぎ
・育∫テイ (dy∬lattic IInanagerial capability、 以下、

I}‐M蠣 )‐とい暴概念を提ちt:し てもヽる.砂NCi鐘経営者の「.入鋳資本 :燿1識、スキル)重 訂社会資本 〔館

畿蝿纏、曇会鋳暮ず :ヽ ワーク:基 訂議無 (信 念倅系、 メンタルモデル)壼 l二 よっで構成される◇

D羅旺lボ:)罐 i轟が、経常者の意思装定の櫂違、ひしヽて|よ 金灘成果舟櫂進警もたらす()

13キ 業等で支畿鈎となった、鞣導イなしたデザ イン.

14)欄 層 キ参加者数ゲ)彎驚に伴って 1孝 藩ゞ 。参力響者釣短益壽ヾ辞警鷺する現象。新規撃罐騨・参撥警者の

撻懸 |よ 既存利覇・多撥襲者の数 ;ミ 依存すな=,群 覇 手参議露誉数がM篠を越えると書及が……気キ‐二難

連す碁現象が起ころ{〕

轟}:轟 曹 :二 重きをおきイノベーションを国避 しようとする一般的な傾向申過大評価によっで多 く

わ資金が投入されるプ準グテム詩続性バ .イ アス撮轟存 メン・バーを守ったわ事業闇のカニバ看

ゼーション (共食い]‐を:理避したりする翼カニバリゼーシ彗ン・バイアスなどが要因とな為。

16)意思決定主体‡灘 笑性勢轟い案件を重視する饉:軸 モ低しヽ案件:織視する燿向)。

17)亜stth紺達t and Stlll(鵞 《簿1)iよ、ダイナミックな1覇:境丁ここおいて :よ 、:方向性iを 明示、すなわち

注意を向‡ナる額域や対象 :ま示すが、それらを隈定し過ぎない少なしヽルールから成るシンプル・

ルーまレ戴難が右効であるとしたて)具‐鉢的なルールとしては、ハウ・ トゥ型ルール、制約のルー

鳥、優先轟位玲 Fレ ール、タイミング母ルール、撤 :i塁 のルールが示されて ・ヽヽる。

苺)F先見性のあふ芋奎断 〔以下、診断)選 と|よ 、重要な問題点を選壊:jし状況の複雑さをシンプル化

する状況診断のことである。証指針 となる戦略的方針 (以下、基本方針 )」 と|よ 、先見のある

判瞬で}舞 らかなこなった課題につしヽでどのように取 り経むかに関する方繭性、方針のことであ

る。「曹尾一貫 した行動 寺競下、行動》」 と:よ、指針 となる戦略鋳方策を具体化 した一貫性を
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右する行動母ことである (R撃菫leit露01ll。

19)遠 曲 級腱7)は、分析ができなくなる|ま ど急激i鐸境が変化する状況下で :よ DCが機能せず、

DCと 共生する員経興ケイパピ 1′ テイ (ittpFOViSatiO途 滅Capability)の必要性を述べている。

20)Teece自 身も「DcFζ鐵 実の機象化でぁ 1,、 変数間の理論的な関係 :こ 1準疑鋳な態度をとら

ざる得ないことがあ‡サ、モデル‡まど頑健でない」と分認識を有している (lTeece,2鍵7)。

21)事例研究と:よ 、質的 (定性鋳)な デ~夕 もこ重きを置 き、少数 (含、掌下)の事燿を通 じて多

方面から分析する調査方法 機 本他 ,2095)であるф「
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Barnard,C。 (19鴛 )F島ごF舞露ご√J鉾∫(プ 幾ご塁Tご銀まず饗.HttrVard UniVerSity Pre糠 ・(li;本安次郎・

轟移競・飯野春樹訳『新訳 経営者の投攀遅ダイヤモンド社、19纏 }

Barnttb二 ,J.IBヒ (ii1991)`・Firln Resottrces and SustaittCd CO獲 1職petttiVtt A_dVantiage∫
'∫

ひ郷だ薄感ごθ√

動五α露駆ごご騨ご露√‐(171)1,pp.99-1露 色

Barney,J.B彎 璃「right,レi.a■ d KetChen,∫ r,,DJ,(2《鷺1)・`Fiftt Rel‐
3参懇F奪奪轟藝as奪感Vi畿‐警 轟f tlhe

FiHn:Ten Years atteF l.991,"∫ 静露r驚感∫4ザ
:蝉

'ぶ議ノ露繊ぎご彎奪ご認ま :露7)1,pp.3露懸感 .41.

Barney,∫ .B。 (2〔)()2)σ重皇ヽ二fl九二G員」、ポ襲:≫ ごろ言1∫五遺豊ヽifIヽ=ε ε(参fl覆[P15rrrr爵 .琶
]={l」 5》 ]ン111∬霊錢ε」5ヂ (筆

「
ご

ごご.ジ c PttrsOn Educati鑢 ,Incがew∬ eFsey。 {岡 寵正大訳『企業戦峰鑢 I上1基本轟一競争

優位の構築と持続―墾ダイヤモンド社,麓輔3).

Bartoll,D.L.《11鉾5)予予診J∫拳だrfJ3ぽ ∬露鍛f∫むごy:″師」Jごゴナ露ご群β葬ごぶπぶ議J認∫舞ご幾ごぶθ薄だど4ノ

動Fgθ 露′Jθ露.President△ 畿d rel鶴爾3 0f Httrvttrd College,4′ 阿襲孝太郎 甕゙燿鑢豊鑽『爆畿

母源泉一イノベーシ嚢ン憮 築と持締爆 |ダ イヤモンド社,2撻1),

Burgeltta難,R.A.(24閃}2)sょ薄まごi勢11」『ly ttε轟舞y。
/1ヽ

he Free rr義 蜃i番3.(葛続書一鰺 車宇1褻1饉‐1藪 ‐ナー
‐‐ぞ

ンテルの戦略…企業愛貌を実現した戦略雛或プ豪セス
f‐ ダイヤモント社.‐儡鼈[.|‐

‐‐1

Cyert,R,M.and March゛ ∬,9.(1舗恣}重 農鷺FJθ輝√T島ごθ申 ぽ∫量静鳥鋳雪晟畿鷺‐壁讐
‐
轟 ‐詩‐轟臨チ寺井

上恒夫献・織懸武彦監訳 F金叢鍮讐難理論』ダイヤモンド社4豊饒:酢 彎

EiSenhardt,K警 ][Vi[,,attld:卜 げ][artittl.∫ モf:｀ Lキ 42.(〕

'(]‖

〔》〕
`▲Dy最 11][蓋職|まC奪象lp轟‐懸|‡:[:4‡itil轟11111::驚 裁 1議IFitt They?,

"ざま翼露講暉 ピご暫事壬亀蓼露群夢 鷲ご簿』∫θ″だ露こF∫ 驚l,P‐ p.ll絲‐豊1露 l“

Eisenhardtr K,M。すand轟壌建,D.Nl ll露 1朝).1)11職 IF‐鐵|:彗gy鰈‐$‡集竜参‡ゃ醗‐1叢職‐轟1111麟轟驚:鑽

「
ゴ麟駆こ厨露ごぶs

質ご寡,Jθ舞,,pp.1新籟11象 (ス コアィール ド素子嗣「畿雑な華場撃境を豊轟被 〈 シンプル・ルー

ル戦略重囀 iattondハ ーバー ドピジネスレビュー批
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ケイパビ
｀
なテイ組織鍮戦略変 曜ゞ 勁草書房、2髄θ).
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